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河村市長
がトリエンナーレ

抗議申し入れの

経緯説明の

文書を発表表現の自由

干渉の自覚無し 
日本国憲法 

第二十一条 集会、結社及び言論、出

版その他一切の表現の自由は、これを保

障する。 

○２ 検閲は、これをしてはならない。通信

の秘密は、これを侵してはならない。 

前号・前々号と連続でお知らせして

います、あいちトリエンナーレ「表現

の不自由展・その後」企画展の展示中

止問題の契機となった、河村市長に

よる干渉問題についての続報です。 

河村市長は、「あいちトリエンナー

レ 2019「表現の不自由展・その後」

について」と題する説明文書を、名古

屋市のウェブサイトに公開していま

す。（右図） 

この文書には、河村市長が、トリエ

ンナーレ実行委員会会長の大村愛知

県知事に

対して、

展示物の

撤去を求

めた経緯

が説明さ

れていま

す。 

ここで

河村市長

は、芸術

作品の表

現を問題

だと言っ

て撤去を

求めると

いう、と

んでもな

い強権的

な行為を

行ったこ

協力弁護士と初回無料で法律相談が

できます【予約制・30 分】 

第２金曜日：午後 2時〜4時 

緊急の場合などご相談下さい 

9 月 13日(金)午後 2時～4時 

10月 11日(金)午後 2時～4 時 

 

無料法律相談のご案内 

予約℡： 
 

〒466-0849 名古屋市昭和区南分町 3-3 柴田民雄事務所 

Tel  Fax 052-858-3256
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とについ

て、「“便

益供与”

を中止す

ることは、

憲法が禁

止 す る

“検閲”

とは全く

関係ござ

いません」

と強弁し

ています。 

ま た

「自費で、

個別に私

営の個人

ギャラリ

ー等で作

品を公表

（「表現」）

すること

は自由で

あり可能

です」と

いうのは、

そもそも

美術館や芸術祭を、公設で税金を使

って作る、公営で実施するというこ

との意味を、まるで理解していない

態度と言わざるを得ません。これは、

「表現の自由」は自前で発表の場を

用意できるお金持ちにだけ保証され

れば良いという、とんでもない差別

主義につながる考えです。 

河村市長には、自らの発言を撤回

し、展示再開のために全力を尽くす

ことを求めます。 

なお河村市長には、「南京大虐殺は

なかった」などと発言した歴史修正

主義者としての問題もあります。さ

らにカジノ誘致を主張するなど、市

長としての資質に難ありです。 

映

画「主戦場」
再アン

コール上映中 
アメリカでの慰安婦像論

争への疑問を端緒に、日系

アメリカ人 YouTuber のミキ・

デザキが従軍慰安婦問題に

正面から切り込むドキュメンタ

リー。122 分。8/24～9/13

再アンコール上映中です。 

河村市長の言動の異常さがよくわかる、今

こそ見るべき映画です。 

名古屋シネマテーク(千種区今池1-6-13

今池スタービル2F(052-733-3959) 

8/31～9/13 10:00～ 詳細は劇場へ。 

第13回昭和区平

和のつどい
にご参加

く だ さ い 
戦争のない平和な社会に生きるために

「憲法９条を生かそう！」と13年継続して

いる昭和区平和のつどいが 9/22(日 ) 

11:30〜昭和文化小劇場で行われます。 

メイン講師はママの会発起人の西郷南

海子さん。 

ISに破壊されたシリア北部の街コバニで、

復興のために手作りでラジオ局を立ち上げ

た大学生を追ったドキュメンタリー映画「ラ

ジオ・コバニ」(69分)の上映もあります。 

平和を考え文化と交わる1日に、ぜひお

誘い合わせてご参加ください。 

真実がわかる 今を知る【しんぶん赤旗】をご購読ください。日刊紙 3,497円/月 日曜版 930円/月。お申し込みは     柴田民雄事務所 858-3255まで。 

8/20 付 観光文化交流局暦歴史まちづくり部文化振興室の経緯説明 


